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2017年度の開傘試験においては，傘本体開傘時の衝撃荷重は，約 2100 N と計測された．また開
傘後走行時（7.8～8.8秒間）の平均抗力は，1160 Nとなった．開傘後走行時（7.8～8.8秒間）の平
均速度から計算される CD 値は 0.57 となり，衝撃荷重と抗力の平均値から計算された衝撃荷重倍




は，4020 N（機軸方向の減速加速度：約 1.5 G）となり，フルサイズ機体（270 kg）着陸時に想定





図６ 2017年 2月の開傘実証試験結果 
 
 







km/h 時における開傘所用時間は約 0.9秒であり，開傘時の衝撃荷重値は 2100 N となった．また計
測結果から想定されるフルサイズ機体着陸時の衝撃荷重値は 4020 N（機軸方向加速度：1.5 G に相
当）と考えられる．開傘後の定常走行時における空気抵抗力は 1158 N と計測され，その結果から
想定されるフルサイズ機体着陸時の空気抵抗力は 2610 N（機軸方向加速度：0.9 Gに相当）と見積
もられる．今回使用した車載用ドラッグシュートの抗力係数（CD 値）は 0.57 と計算され，衝撃
荷重倍数は 1.54～1.86 となった．今回の試験の結果を踏まえ，この実証試験で用いた車載用ドラ
ッグシュートがオオワシ 2 号機の減速にも適用可能と判断した． 
